　　　　　　　　看護連絡会議　議事録　　　　　　　　　千葉C.O.O印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　

実施日　　平成19年9月10日（月）　　　　　　　　　　　（第18回）

時　間　　14：00～15:30  　　　　　　　　　　　　　　　 司会者： 東　和弘

場　所　　本部２Ｆ会議室　　　　　　　　　　　　　　　　記録者：下舘　静香
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＜グループ活動報告＞

東病棟：

· 出貝スタッフ、ローテーション研修終了。兵藤スタッフ、9月3日からローテーション研修開始。

· 処方箋の取り扱いについて、川端医師・黒澤薬剤師と現在調整中。

西病棟：

· 北病棟転出予定者　蛯名勝幸様。北病棟転出候補者　布施邦雄様、駒木洋士様。

· 東志保　　：9/21　通信教育スクーリング→研修希望書許可

· 中村美奈子：10/28～11/２まで通信教育スクーリング

北病棟：

· 9/8　PHS破損修理伝票提出（現在１台使用不可）

· リスク評価・・・医療事故対策委員会との打ち合わせ

南病棟：

· 疥癬感染対策（9/10現在確定4名・疑い28名・・人数再確認の結果変動あり）

· 転倒予防教室の進めかた　研修（9/8　小向参加）⇒伝達講習計画中

外来看護：

・新郷村物忘れ検診：精密検査実施開始（9/4～9/5）

通所ﾘﾊﾋﾞﾘ：

· 精神医学会抄録→ポスター演題にて受理

· タイムカード：配線作業終了、タイムレコーダー設置待ち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜連絡事項＞

· 照明、空調の節約について

節約委員会による現場のラウンドがあります。スタッフに節約の意識付けと現場管理の徹底を図ること

· 上半期スタッフ面接について

各グループ計画的に進めていくこと

· 実地指導について

12/11に実施するとの公文書あり。準備を進めていくこと。

· 中途採用スタッフのアドバイザーについて

出貝　梢⇒末政絵美

兵藤　拓明⇒福士一

＜検討事項＞

・看護記録記載基準について

フローシートの項目⇒

◎睡眠時間→睡眠が十分な場合は○と記載するが、睡眠時間の基準が分からない。（覚醒と就床を繰り返す方の場合はトータルの時間で考えるのか？など）

基準：睡眠と覚醒を繰り返すのは良眠ではないから×

　　　　　　　睡眠が問題に上がってくる人は個別に○×の基準を決める

　　　　　　　細かな記載が必要な場合は、看護記録内に記載する

○：睡眠十分、×：睡眠不十分

◎皮膚科　→空欄部分に書き込んで使用していく形だが、どの部分に書き込んで使用していくのかが各病棟で曖昧となっている。

　　　　基準：臨時薬の欄に“皮膚科診察”と記載

◎各勤務帯でのサイン→準夜・深夜スタッフはＮｓが1人のためサインは固定されるが、日勤でのサインは朝食・昼食で服薬を行うスタッフも違いサインは誰がすれば良いのかが明確ではない。

　　　　基準：各勤務帯フロア勤務者（資格者がサインを行う）

◎食事　→今までの食事記載は主食・副食の残食量を記載していたが、現在の記載では全体的な残食量を記載していく為、曖昧な記載となってしまう。（主食だけ食べても1/2・副食だけ食べても1/2という記載方法になる）

　　　　基準：主食・副食合わせて1/2

細かな記載が必要な場合は、看護記録内に記載する

◎血圧　→朝・昼・夕と1行ずつのため、血圧高値見られた際の再検の記録を記入して行くと、時間帯が記載毎にずれて行く。

　　　基準：朝・昼・夕は、決められた時間での記載

　　　　　　血圧高値の方など、三検以外で実施の場合は、看護記録に記載

◎下剤を残した方・シンラック液を服用した方の記載方法・記載欄が無いため、どうやって記載をして行くかが不明である。

基準：看護記録に記載

　　◎薬　　→食前薬の記載はどこに書くのか。

基準：食前・食後薬の記載は、同じ欄に記載（食後薬は○で記載、食前薬は◎で記載）

　◎フォーカス記載欄が狭い⇒記載欄が狭い為、２行にわたってしまう。

　　　基準：２行にわたっても良い

看護記録の管理⇒

◎看護計画・情報シートは、月がかわったら月末評価をして翌月の記録に移動させる

◎カルテ保管：表紙→フローシート→処方箋→処置箋→情報シート→看護計画→フォーカス→青箋の順にカルテに挟む

◎フォーカスのページ数は、１２３…で記載

・患者様体重測定システムについて

　　書式について　　：患者様ごとに個別のシートにて管理

　　管理方法について：栄養士チーム作成の個人管理票の体重管理のシートをもとに検討していく
















